
（1）９月号（№172）平成17年9月15日発行（毎月１回15日発行） 平成２年１月18日第３種郵便物認可

京 都 の 智 恵 を 日 本 に 活 か す。
二ノ湯智ホームページ http://www.ninoyusatoshi.com

えとす（Ethos）とは、文化や習慣を意味し、
豊かな精神をはぐくみ、平和を希望する
言葉です。 題字：栢木寛照

発行人：二ノ湯 智
国会事務所 
〒100-8962 東京都千代田区永田町2-1-1 
参議院議員会館632号室 
TEL.03-3508-8632 FAX.03-5512-2632

〒615-0062 京都市右京区西院坤町2 
ケイハンシティビル601 
TEL.075-315-2228 FAX.075-315-2310

発行所：みんなで政治を考える会

年間購読料　1,200円（一部100円）
第３種郵便物認可　平成２年１月18日
口　座　01000-4-62360

9 月号
平成17年
No.172

自民党、京都で民主を上回る
無所属前職、田中氏善戦及ばず

郵
政
民
営
化
関
連
法
案
が
衆
議
院
で
わ
ず
か
5
票
差
で
可

決
さ
れ
、
そ
の
後
、
参
議
院
で
審
議
が
行
わ
れ
て
る
最
中
、

も
し
参
議
院
で
否
決
さ
れ
れ
ば
、
衆
議
院
が
解
散
さ
れ
る
と

い
う
噂
が
広
ま
っ
た
。
自
民
党
が
法
案
採
決
を
め
ぐ
っ
て
騒

動
を
く
り
返
し
て
い
る
時
に
、
解
散
と
な
れ
ば
、
自
民
党
は

大
き
く
議
席
を
減
ら
し
、
政
権
交
代
も
あ
り
得
る
と
心
配
す

る
声
が
強
か
っ
た
。
8
月
8
日
、
衆
議
院
が
解
散
さ
れ
、
小

泉
総
裁
は
衆
議
院
本
会
議
で
反
対
票
を
投
じ
た
全
員
に
党
公

認
を
与
え
ず
、
33
選
挙
区
す
べ
て
に
党
本
部
の
落
下
傘
候
補

を
送
り
込
ん
だ
。
党
本
部
の
公
認
候
補
者
は
地
元
と
の
縁
が

な
い
た
め
に
、
前
議
員
は
た
と
え
無
所
属
と
な
っ
て
も
強
い

と
思
わ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
郵
政
民
営
化
賛
成
か
反
対
か

と
い
う
大
変
解
り
や
す
い
選
挙
が
国
民
に
受
け
、
落
下
傘

候
補
者
も
善
戦
、
自
民
党
は
予
想
も
し
な
い
好
結
果
を
収
め

た
。
京
都
府
の
1
区
か
ら
6
区
の
候
補
者
は
、
小
泉
旋
風
に

乗
り
、
3
選
挙
区
で
勝
利
を
獲
得
、
残
り
の
3
選
挙
区
で
も

比
例
代
表
で
復
活
当
選
を
果
し
、
全
て
の
選
挙
区
で
代
議
士

を
誕
生
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。
近
畿
で
最
も
注
目
さ
れ
た

京
都
4
区
で
は
、
無
所
属
前
職
の
田
中
英
夫
氏
、
自
民
党
新

人
の
中
川
泰
宏
氏
、
民
主
党
新
人
の
北
神
圭
朗
氏
の
激
し
い

戦
い
と
な
っ
て
、
結
果
が
判
明
し
た
の
は
深
夜
の
12
時
30
分

す
ぎ
で
あ
っ
た
。
田
中
英
夫
氏
は
4
区
の
府
会
議
員
・
京
都

市
会
議
員
の
強
力
な
支
援
を
受
け
た
が
、
4
区
で
も
自
民
党

の
風
が
吹
き
、
自
民
党
新
人
の
中
川
泰
宏
氏
に
わ
ず
か
156
票

の
差
で
涙
の
敗
北
を
喫
し
た
。

京
都
で
も
小
泉
旋
風
が
吹
く

一
区

二
区

四
区

五
区

三
区

六
区
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自
民
党
公
認
各
候
補
者

「
改
革
を
止
め
る
な
」
の
一
点
ば
り

出陣式で挨拶する二ノ湯議員

私
は
先
の
国
会
で
、
郵
政
民
営
化
関

連
法
案
に
関
し
て
、
反
対
の
票
を
投
じ

た
。
言
わ
ば
造
反
組
の
一
人
で
あ
っ
た
。

党
幹
部
か
ら
は
望
ま
し
く
な
い
議
員
で

あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
か
っ
た
。
党
本

部
か
ら
は
武
部
幹
事
長
名
で
、
衆
院
選

で
は
党
公
認
候
補
を
応
援
し
、
決
し
て

無
所
属
候
補
の
支
援
に
走
ら
な
い
よ
う

に
と
文
書
が
送
ら
れ
て
き
た
。
私
は
、

今
回
の
公
認
選
考
作
業
は
あ
ま
り
に
も

党
本
部
の
独
断
専
行
が
過
ぎ
る
の
で
は

な
い
か
と
危
惧
の
念
を
持
っ
て
い
た
。

4
区
の
田
中
英
夫
候
補
は
、
一
年
9
ケ

月
の
衆
議
院
議
員
生
活
で
、
小
泉
内
閣

の
提
案
す
る
法
案
に
全
て
賛
成
し
、
小

泉
内
閣
の
提
案
し
た
法
案
に
反
対
し
た

の
は
郵
政
民
営
化
関
連
法
案
だ
け
で
あ

る
。
与
党
議
員
の
責
任
を
立
派
に
果
し

て
き
た
。
加
え
て
京
都
4
区
の
京
都
府

会
議
員
、
京
都
市
会
議
員
の
10
名
を

は
じ
め
亀
岡
市
・
船
井
郡
・
北
桑
田
郡

の
市
会
議
員
、
町
会
議
員
の
大
多
数
、
そ
し
て
亀

岡
市
の
市
長
は
じ
め
、
全
て
の
町
長
が
田
中
さ
ん

こ
そ
、
自
民
党
に
と
っ
て
最
も
ふ
さ
わ
し
い
候
補

者
で
あ
る
と
支
援
を
表
明
し
た
。
私
も
4
区
の
か

つ
て
の
政
治
的
同
志
が
田
中
さ
ん
の
た
め
に
頑
張

っ
て
い
る
の
を
横
目
に
眺
め
て
、
傍
観
す
る
こ
と

は
卑
怯
な
態
度
だ
と
考
え
、
あ
え
て
選
挙
後
の
処

分
を
覚
悟
の
上
で
、
田
中
陣
営
に
馳
せ
参
じ
た
。

事
務
所
開
き
、
出
陣
式
、
そ
し
て
個
人
演
説
会
に

も
参
加
し
た
が
、
十
分
な
貢
献
が
で
き
ず
、
田
中

さ
ん
に
苦
杯
を
飲
ま
せ
る
結
果
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
。
私
に
と
っ
て
負
け
選
挙
は
、
昭
和
54
年
の
前

尾
繁
三
郎
先
生
以
来
で
あ
る
。
あ
の
時
も
僅
か
174

票
の
僅
差
で
あ
っ
た
。
私
は
ま
だ
駆
け
出
し
の
秘

書
で
あ
っ
た
が
、
涙
が
出
て
仕
方
が
な
か
っ
た
こ

と
を
記
憶
し
て
い
る
。
そ
れ
に
し
て
も
、
小
泉
さ

ん
は
地
方
に
出
来
る
こ
と
は
地
方
で
、
地
方
の
意

向
を
尊
重
し
、
政
治
も
行
政
も
推
進
し
て
い
く
こ

と
を
自
分
の
政
治
信
条
と
さ
れ
て
い
る
が
、
今
回

の
公
認
劇
に
関
し
て
は
、
全
く
地
元
の
意
向
を
無

視
し
た
形
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
多
く
の
自
民
党

地
方
組
織
に
大
き
な
傷
跡
を
残
し
た
後
味
の
悪
い

選
挙
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

今
回
の
衆
議
院
選
挙
は
、
郵
政
民
営
化
賛
成
か

反
対
か
の
戦
い
と
な
っ
た
。
国
政
の
課
題
は
郵
政

民
営
化
だ
け
で
は
な
い
と
い
く
ら
無
所
属
候
補
や

民
主
党
が
声
高
に
主
張
し
て
も
、
有
権
者
に
は
十

分
に
耳
を
傾
け
て
も
ら
え
な
か
っ
た
。
し
か
も
、

自
民
党
の
公
認
候
補
は
改
革
賛
成
と
訴
え
た
方
が

説
得
力
が
あ
る
と
思
っ
た
の
か
、
改
革
を
止
め
る

な
、
郵
政
民
営
化
賛
成
の
一
点
ば
り
。
参
院
の
造

反
組
の
一
人
で
あ
る
二
ノ
湯
議
員
は
、
今
回
自
民

党
京
都
府
連
選
挙
対
策
副
本
部
長
の
肩
書
で
あ
っ

た
が
、
1
区
か
ら
6
区
ま
で
の
公
認
候
補
者
に
と

っ
て
は
、
改
革
反
対
派
と
見
ら
れ
て
い
た
た
め

に
、
邪
魔
な
存
在
で
あ
り
、
選
挙
に
関
連
す
る
会

合
に
は
一
切
お
呼
び
が
掛
か
ら
な
か
っ
た
。
二
ノ

湯
事
務
所
か
ら
は
、
公
認
候
補
の
各
事
務
所
へ
秘

書
を
派
遣
し
て
い
る
が
、
本
人
が
公
の
場
所
に
顔

を
見
せ
る
こ
と
は
、
選
挙
に
と
っ
て
マ
イ
ナ
ス
に

な
る
と
各
陣
営
が
考
え
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
事

前
に
、
祈
必
勝
の
為
書
を
持
っ
て
回
っ
た
が
、
そ

の
為
書
す
ら
ど
こ
に
貼
っ
て
あ
る
の
や
ら
、
探
す

の
に
苦
労
す
る
ほ
ど
目
立
た
な
い
場
所
に
あ
っ

た
。
唯
一
の
例
外
は
、
9
月
8
日
に
二
条
城
北
小

学
校
で
の
伊
吹
文
明
個
人
演
説
会
の
み
で
あ
っ

た
。
こ
の
会
場
は
二
ノ
湯
議
員
の
親
し
い
国
枝
克

一
郎
市
会
議
員
の
責
任
会
場
で
あ
る
た
め
、
国
枝

氏
の
配
慮
で
個
人
演
説
会
へ
の
出
番
と
な
っ
た
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
各
公
認
候
補
者
は
、
小
泉
首

相
の
改
革
ブ
ー
ム
に
乗
っ
て
当
選
で
き
た
。
二
ノ

湯
議
員
に
対
し
て
敬
遠
す
る
態
度
で
あ
っ
て
も
、

公
認
候
補
が
全
て
当
選
で
き
た
こ
と
は
自
民
党
に

と
っ
て
大
変
目
出
度
い
こ
と
で
あ
る
。

衆
議
院
選
挙
も
後
半
に
さ
し
か
か
っ
た
頃
か

ら
、
も
し
、
衆
議
院
で
与
党
が
過
半
数
を
と
っ
て

も
、
参
議
院
で
反
対
票
を
投
じ
た
議
員
の
態
度
が

変
わ
ら
な
け
れ
ば
、
再
び
否
決
と
な
り
か
ね
な
い

と
い
う
論
議
が
沸
き
上
が
っ
た
き
た
。
そ
の
た
め

参
院
自
民
党
幹
部
は
、
反
対
に
回
っ
た
議
員
の
説

得
工
作
に
入
っ
た
よ
う
だ
。
私
に
は
そ
ん
な
働
き

か
け
は
な
か
っ
た
が
、
新
聞
・
テ
レ
ビ
の
各
社
か

ら
は
色
々
と
尋
ね
ら
れ
た
。
私
は
そ
の
都
度
、
も

し
今
回
の
衆
議
院
選
挙
で
与
党
が
過
半
数
を
制
す

る
こ
と
に
な
っ
た
ら
私
は
民
意
の
判
断
に
従
う
と

答
え
て
い
た
。
た
し
か
に
、
衆
議
院
選
挙
は
郵
政

だ
け
が
唯
一
の
焦
点
で
は
な
い
。
し
か
し
、
小
泉

首
相
は
郵
政
民
営
化
関
連
法
案
が
参
院
で
否
決
さ

れ
、
衆
議
院
を
解
散
し
た
。
し
か
も
、
選
挙
で
は

郵
政
民
営
化
賛
成
か
反
対
か
で
選
挙
を
争
い
た
い

と
表
明
し
た
。
言
わ
ば
、
郵
政
民
営
化
の
是
非
を

問
う
国
民
投
票
的
な
色
合
い
の
強
い
今
回
の
選
挙

で
あ
っ
た
。
選
挙
投
票
日
の
数
日
前
か
ら
、
鴻
池

氏
を
は
じ
め
と
す
る
反
対
派
の
議
員
ら
が
、
参
院

の
青
木
会
長
に
会
い
早
々
に
選
挙
で
与
党
が
勝
て

ば
、
民
意
に
従
う
と
表
明
し
た
。
与
党
が
勝
っ
て

も
、
そ
れ
で
も
頑
固
に
反
対
す
る
と
は
、
何
の
た

め
に
総
選
挙
を
実
施
し
た
の
か
と
国
民
か
ら
ヒ
ン

シ
ュ
ク
を
買
う
こ
と
を
恐
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
た

だ
、
民
営
化
問
題
は
さ
て
お
い
て
、
私
は
参
院
の

心
あ
る
議
員
が
相
集
い
、
勉
強
会
を
起
ち
上
げ
る

こ
と
に
賛
成
で
あ
る
。
そ
れ
は
派
閥
と
い
う
生
ぐ

さ
い
存
在
で
な
く
、
良
識
の
府
と
言
わ
れ
る
参
院

で
政
策
に
つ
い
て
色
々
と
勉
強
す
る
政
策
グ
ル
ー

プ
は
ぜ
ひ
と
も
必
要
で
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。
参

院
に
も
衆
院
の
系
列
化
さ
れ
た
派
閥
が
あ
る
。
参

院
橋
本
派
・
参
院
森
派
な
ど
と
呼
ば
れ
、
上
下
関

係
、
主
従
関
係
が
あ
る
よ
う
で
、
私
は
参
院
の
独

立
性
・
自
立
性
か
ら
考
え
て
、
衆
院
の
系
列
化

の
派
閥
を
参
院
に
持
ち
込
む
べ
き
で
な
い
と
考
え

る
。
間
も
な
く
国
会
が
開
か
れ
る
。
心
あ
る
人
々

と
参
院
の
あ
り
方
に
つ
い
て
話
し
合
い
た
い
と
考

え
て
い
る
。

今
後
の
参
院
の
あ
り
方

あえて、私は田中候補を支援した
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秘書たちの見た選挙戦
今回の衆院選で、二ノ湯智事務所の秘書は、2区・3区・4区・6区の候補者事務所へ出向し、
激しい戦いの中で、各々が与えられた持場で、一生懸命頑張った。4区を除いて、3人の候補者
は選挙区では敗れたものの、比例代表で復活を果した。秘書たちが感じた選挙戦報告である。

衆議院が解散された8月8日、4月に公募で選ばれた
ばかりの山本朋広氏は、街頭演説やポスター貼りを始
めた矢先で、知名度・実績とも、松下政経塾の先輩で
もある民主前職の足元にも及ばない状況であった。し
かし、12日間の選挙戦も含め、解散後1ヶ月間、山本
氏は街頭に立ち続け、「郵政民営化はあらゆる改革の
突破口」「公募で30才の若者が選ばれたことこそ、新
しい自民党の姿」と訴えた。自ら看板やのぼりを立て、
ハンドマイクで訴え続けるその挑戦者の姿に、新しい
自民党への期待感が徐々に高まっていった。急な選挙
で、後援会組織も事務所スタッフも間に合わない厳し
い状況を、山本氏は若い行動力で知名度不足を補い、
小選挙区では約4500票差にまで肉薄し、比例復活当
選を果たした。そして、翌12日朝も山本氏は毎週月
曜日に演説してきた場所で、いつも通り一人でマイク
を握り、通勤客に訴えた。
ひとつの戦いが終われば、次の新たな戦いが始ま
る。まさに衆議院は常在戦場である。

京都3区は、自民党新人候補の清水鴻一郎氏が、前
回の民主党との2万票差をどこまで追い上げるかとい
う選挙だった。清水候補は伏見選出の府会議員を4期
務め、父子2代に亘る伏見しみず病院の医師でもあり、
伏見での知名度は高かったが、乙訓二市一町での知名
度は低く、序盤は苦しい戦いだった。
だが、自民党の議席奪還への期待が大きく、地元の
議員に結束力があり、各種団体・企業からも前回を上
回る推薦を得た。さらに郵政改革支持の世論も加わ
り、「清水勝てる」のうねりが巻き起こり、中盤の調
査では「もう一歩」まで追い上げた。その追い風に
乗り、終盤の各種決起大会も盛り上がり、街頭でも大
きな手応えを感じながら、選挙戦を終えることが出来
た。
結果は、小選挙区で惜敗、比例で復活当選だった。
また、今回の選対本部は、選挙の経験に乏しい二十
代の若手が総務・個人演説・街宣・電話の責任を任さ
れたが、市会議員の繁隆夫選対本部長ら各議員のも
と、若さ故の体力と気力でよく乗り切った。

開票速報が届く度に大きな歓声と拍手が巻き起こ
る。亀岡市、船井・北桑田郡で田中候補が2位に約2
万6千票の差をつけて、西京・右京区の開票を待つ。
西京区の開票速報で雰囲気が一変した。2万6千票あっ
た差が1万3千票に縮み、残るは右京区のみとなった。
しかし、その差を守りきることが出来ず、最終的に
156 票差で逆転された。
当初は無所属ということでスタッフにも戸惑いが
あった。訪問先で、推薦を頂いているのに公認候補
のポスターがあったりもした。しかし、大勢の応援弁
士の入洛や、日焼けし、声が枯れていく候補者の姿を
見て、全員が一つになっていった。最終日には、阪
急桂駅で24時まで最後のお願いを行い、全員が勝利
を確信していた。しかし、結果は落選、しかも156票
差という悔やんでも悔やみきれない結果となった。候
補者夫人が二ノ湯事務所にお願いに来られた際におっ
しゃっていた「ここにおられる方が10人にお願いし
ていただければ千票になる」という言葉が思い出され
る。選挙活動にやりすぎはないという想いである。

「風は恐ろしい」ということを今までで一番実感し
た。候補者が公募で選ばれてから僅か4ヶ月、事務所
とスタッフがようやく決まり、注文したポスターが出
来上がろうかというときの衆議院解散、結局ポスター
を貼ることさえなく選挙戦へ突入した。
更に選挙戦術にしても「政治経験なし」「選挙経験
なし」の公募候補者と、地元府市町村議員・スタッフ
との思惑には大きなずれがあり、幾度となく衝突を繰
り返した。
しかし、蓋を開けてみれば前回の自民党候補者の得
票数を2万票以上も上積みしての当選（比例・復活）で
ある。もちろん、終電までの駅立ち等、候補者本人の
努力もあるが、やはり圧倒的な「小泉総理」への追い
風がこの結果を呼び込んだのだ。
任期通りに行けば次の選挙時に「小泉ブランド」は
もうない。次の選挙こそが、候補者の真価を問う本当
の「選挙」だと思う。

（ 森 田　 守 ） （ 上 倉 崇 敬 ）

（ 横 山 浩 一 ） （二之湯真士）

選挙運動にやりすぎはない 次回、候補者の真価が問われる

既に、次の新たな戦いが始まる 若いスタッフの体力と気力2区 3区

4区 6区



平成２年１月18日第３種郵便物認可 平成17年9月15日発行（毎月1回15日発行）９月号（№172）（4）

・日　　時：9月25日㈰　小雨決行
・出発時刻：午前8時30分（時間厳守）
・集合場所： 阪急桂駅西出口階段下
・コース：桂駅→千代原口→桂山田旧道→浄住寺→竹の

寺→苔寺→鈴虫寺→月読神社→松尾大社→松尾旧道
→嵐山渡月橋解散

● 秋風の訪れとともにいよいよ、さわやかな「歩こう会」の本
格的なシーズンです。気分も最高です。久し振りに阪急沿線
の桂・山田の旧家が並ぶ旧道より名所旧跡の有名社寺を巡り、
すばらしい風情がいっぱい。コースもフラットです。気軽に
是非ご参加下さい。

●代表世話人　北村好司郎　☎075-313-8758
　　　　　　　　　　（当日）090-1140-4964

第 151 回
みんなで歩こう湯歩会 歩

く
こ
と
は健康

の
基
本

第 150 回
みんなで歩こう湯歩会（参加者75名）

濠川疏水沿い（伏見区南浜）

上
京
区
市
会
補
欠
選
挙

寺
田
氏
、
初
陣
を
飾
る寺田一博氏

今
回
の
衆
議
院
選
挙
で
、
上
京
区
選
出
の
市
会

議
員
が
、
衆
議
院
選
挙
に
出
馬
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
上
京
区
の
市
会
議
員
の
定
数
は
5
名
。
従
っ

て
定
数
の
⅕
が
欠
員
と
な
る
た
め
、
市
会
議
員
の

補
欠
選
挙
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
上
京

区
で
は
既
に
2
名
の
自
民
党
市
会
議
員
が
現
職
で

い
る
が
、
上
京
支
部（
国
枝
克
一
郎
支
部
長
）で
は
、

あ
え
て
強
気
の
作
戦
で
、
補
欠
選
挙
に
自
民
党
か

ら
候
補
者
を
擁
立
す
る
こ
と
に
し
た
。
候
補
者
は

上
京
区
生
ま
れ
、
上
京
育
ち
の
土
地
家
屋
調
査
士

の
寺
田
一
博
氏
。
2
日
に
告
示
さ
れ
た
が
、
衆
議

院
選
挙
と
う
ま
く
連
動
し
て
、
悠
々
と
当
選
を
果

た
し
た
。
寺
田
氏
は
二
ノ
湯
参
議
院
議
員
と
は
、

大
変
親
し
い
関
係
に
あ
り
、
早
速
市
会
議
員
と
し

て
の
抱
負
を
「
え
と
す
」
に
寄
せ
て
く
れ
た
。

一
、
総
選
挙
が
終
わ
っ
た
。
前
議
員
が
全
て
当
選

す
る
と
は
限
ら
な
い
。
特
に
郵
政
民
営
化
に
反
対

し
た
人
は
、
惨
め
な
結
果
に
な
っ
た
。

一
、
郵
政
民
営
化
に
反
対
票
を
入
れ
た
議
員
に
対

す
る
仕
打
ち
は
ま
さ
に
仁
義
な
き
戦
い
で
あ
る
。

政
界
に
は
、
義
理
と
人
情
も
必
要
で
あ
る
。

一
、
大
好
物
の
ス
イ
カ
の
季
節
が
過
ぎ
、
今
は
梨

と
無
花
果
が
食
卓
を
賑
わ
し
て
い
る
。
季
節
毎
の

旬
の
果
物
を
食
べ
て
い
れ
ば
、
経
済
的
で
し
か
も

美
味
し
く
い
た
だ
け
る
。
も
う
す
ぐ
柿
が
登
場
す

る
。
本
当
に
日
本
は
自
然
に
恵
ま
れ
て
い
る
。

一
、
先
日
「
歩
こ
う
会
」
の
常
連
参
加
者
の
告
別

式
に
参
列
し
た
。
出
棺
の
際
に
五
木
ひ
ろ
し
が
唄

う
「
長
良
川
艶
歌
」
が
聞
こ
え
て
き
た
。
聞
く
と

こ
ろ
に
よ
る
と
故
人
は
五
木
ひ
ろ
し
が
大
好
き

で
、
よ
く
五
木
ひ
ろ
し
の
歌
を
唄
っ
て
お
ら
れ
た

そ
う
だ
。
野
辺
の
送
り
で
ど
ん
な
形
式
を
と
る
の

か
。
故
人
の
意
思
の
尊
重
も
大
事
な
こ
と
だ
と
考

え
さ
せ
ら
れ
た
。

一
、
今
度
の
選
挙
で
は
、
4
人
の
秘
書
が
小
選
挙

区
の
候
補
者
の
事
務
所
へ
出
向
し
た
。
私
の
事
務

所
は
男
性
秘
書
が
い
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、

幸
い
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
の
手
助
け
で
、
選

挙
期
間
中
、
あ
ち
こ
ち
へ
移
動
で
き
た
。

一
、
突
然
の
衆
議
院
解
散
で
、
私
も
大
事
な
日

程
を
キ
ャ
ン
セ
ル
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
中
で

も
、
86
才
の
母
親
を
連
れ
て
ハ
ワ
イ
に
行
く
こ
と

に
な
っ
て
い
た
。
元
気
な
う
ち
に
母
親
の
希
望
を

叶
え
て
あ
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い

た
。
幸
い
に
代
わ
り
の
人
に
行
っ
て
も
ら
っ
た

が
、
せ
っ
か
く
の
親
孝
行
が
で
き
ず
残
念
な
こ
と

で
あ
っ
た
。

こ
の
度
、
京
都
市
市
会
議
員
補
欠
選
挙（
上
京
区

選
挙
区
）に
お
き
ま
し
て
当
選
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
寺
田
一
博
で
ご
ざ
い
ま
す
。
突
然
の
選
挙
で

ご
ざ
い
ま
し
た
が
、
皆
様
方
に
は
大
変
お
世
話
に

な
り
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
二
之
湯
先

生
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ご
多
忙
の
中
、
選
挙
期

間
中
に
何
度
も
励
ま
し
て
い
た
だ
き
感
謝
の
極
み

で
ご
ざ
い
ま
す
。
私
は
「
土
地
家
屋
調
査
士
」
と

い
う
仕
事
を
し
て
お
り
ま
し
て
、
土
地
家
屋
調
査

士
会
が
以
前
か
ら
二
之
湯
先
生
に
大
変
お
世
話
に

な
っ
て
お
り
ま
し
た
こ
と
か
ら
、
私
自
身
も
先
生
の

お
話
を
聞
き
大
変
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
市
会
議
員
と
し
て
「
子
供
の
声
が

き
こ
え
る
街
づ
く
り
」
を
目
指
し
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。
戦
後
、
先
輩
方
が
築
き
あ
げ
て
こ
ら

れ
た
こ
の
豊
か
な
日
本
を
、
美
し
い
京
都
の
街
を

子
供
た
ち
の
世
代
に
橋
渡
し
で
き
る
よ
う
に
が
ん

ば
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
後
と
も
暖
か
い
ご
支

援
と
厳
し
い
ご
指
導
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

「新政経懇話会」入会のお願い
本会は、二之湯智の政治活動に対する支援と

会員相互の親睦を図り、ふるさと京都と我が国
の発展に寄与することを目的に設立された政治
団体です。本会では、目的達成のため、各種広
報活動をはじめ、研修会や講習会の開催等を計
画して参ります。
本会の趣旨にご賛同いただき、ご入会いただ

きますようお願い申し上げます。

新政経懇話会　年会費　1万円
ご入会申込や詳しい説明をお聞きになりたい

方は、下記までお問い合わせ下さい。
二ノ湯さとし事務所　☎075-315-2228


